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馬
場
楠
井
手
の
鼻
ぐ
り

県
指
定
文
化
財
で
あ
る
馬ば

場ば

楠ぐ
す

井
手
の
鼻
ぐ

り
。
肥
後
藩
主
・
加
藤
清
正
の
治
政
時
代
の

江
戸
初
期
ご
ろ
白
川
か
ら
水
を
引
き
こ
む
た

め
築
造
し
た
歴
史
的
農
業
土
木
施
設
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
も
菊
陽
町
の
農
業
に
欠

か
せ
な
い
歴
史
遺
産
の
隠
さ
れ
た
謎
と
そ
の

守
り
手
の
軌
跡
を
辿
り
ま
す
。

「
鼻
ぐ
り
井
手
」
の
あ
ゆ
み

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課　
生
涯
学
習
係　
☎（
２
３
２
）４
９
１
７

　
町
が
位
置
す
る
、
白
川
中
流
の
地
域
で
は
川
の
水

を
引
き
込
む
こ
と
が
で
き
ず
、
田
畑
を
作
る
た
め
に

苦
労
し
て
い
ま
し
た
。
１
５
８
８
年
に
土
木
の
神
様

と
も
言
わ
れ
る
加
藤
清
正
が
熊
本
に
入
国
す
る
と
、

白
川
の
水
を
台
地
に
送
る
井
手（
用
水
路
）作
り
に
着

手
し
ま
し
た
。
馬
場
楠
井
手
取
入
口
か
ら
熊
本
市
ま

で
続
く
全
長
12
・
４
㌖
の
井
手
「
馬
場
楠
井
手
」
の

う
ち
、約
４
０
０
㍍
ほ
ど
の
区
間
が
「
鼻
ぐ
り
井
手
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
４
０
０
年
以
上
経
っ
た
今
も

現
役
の
井
手
と
し
て
生
き
続
け
る
鼻
ぐ
り
井
手
の
技

術
は
土
木
遺
産
の
中
で
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。

「
馬
場
楠
井
手
の
鼻
ぐ
り
」

平
成
３
年
９
月
27
日　

台
風
19
号
に
よ
り
10
数
ｍ
に
及
ぶ
杉
や
雑
木
な
ど

に
覆
わ
れ
て
い
た
鼻
ぐ
り
の
一
部
が
姿
を
現
す

平
成
９
年
度
～
15
年
度

熊
本
県
が
地
域
用
水
環
境
整
備
事
業
を
実
施

平
成
９
年
12
月
18
日

鼻
ぐ
り
大
橋
開
通

平
成
20
年
11
月

鼻
ぐ
り
井
手
築
造
４
０
０
年
祭
開
催

菊
陽
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
発
足

平
成
30
年
８
月
13
日

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
登
録

平
成
31
年
３
月
26
日

熊
本
県
史
跡
に
指
定

馬
場
楠
井
手
の
鼻
ぐ
り
の
構
造

　
『
馬
場
楠
井
手
の
鼻
ぐ
り
』（
通
称
：
鼻

ぐ
り
井
手
）は
、
岩
盤
を
幅
約
１
～
２
・

７
㍍
、
高
さ
４
～
８
㍍
の
隔
壁
※
が
で
き

る
よ
う
残
し
て
掘
削
し
、
下
辺
に
か
ま
ぼ

こ
型
の
穴
を
く
り
ぬ
い
て
ト
ン
ネ
ル
状
に

し
た
構
造
を
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
24
カ
所
を
残
す
の
み
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
当
初
は
馬
場
楠
井
手
の
約
４

０
０
㍍
区
間
に
80
カ
所
ほ
ど
あ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
隔
壁
の
間

隔
は
約
０
・
７
～
８
・
７
㍍
ほ
ど
あ
り
、

隔
壁
と
隔
壁
の
間
に
せ
き
止
め
ら
れ
た
水

が
渦
と
な
り
、
土
砂
を
巻
き
上
げ
な
が
ら

穴
を
通
っ
て
流
れ
て
い
き
ま
す
。「
鼻
ぐ

り
」
と
い
う
名
前
は
、
こ
の
穴
の
形
が
牛

の
鼻
輪
を
通
す
穴（
も
し
く
は
鼻
輪
本
体
）

に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
構
造
な
の
か

　
阿
蘇
に
源
を
発
す
る
白
川
は
、
火
山
灰

が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
火
山
灰
を
含
む

土
砂
が
井
手
に
流
れ
込
ん
で
堆
積
し
た
場

合
、
人
力
で
排
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
鼻
ぐ
り
が
造
ら
れ
て
い

る
区
間
は
、
岩
盤
が
厚
く
小
高
い
山
に

な
っ
て
お
り
、
も
し
こ
の
場
所
に
通
常
の

井
手
を
掘
削
し
た
場
合
、
井
手
底
ま
で
の

深
さ
が
15
㍍
に
も
な
り
、
人
力
で
の
掘
削

作
業
や
完
成
し
た
井
手
に
堆
積
し
た
土
砂

の
排
出
に
は
か
な
り
の
労
働
力
と
時
間
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の

課
題
を
同
時
に
解
決
す
る
た
め
に
鼻
ぐ
り

構
造
が
考
案
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

鼻
ぐ
り
構
造
は
、
築
造
時
に
隔
壁
を
残
し

て
掘
削
す
る
の
で
、
労
働
力
と
時
間
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
、
完
成
後
は
、
川
底
へ

の
土
砂
の
堆
積
が
抑
え
ら
れ
る
た
め
井
手

の
管
理
が
楽
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

上
流

下
流

鼻ぐり井手構造概要図

熊本歴史学研究会会長の松
まつ

永
なが

政
まさ

秋
あき

さんに教えて
もらいました。

馬場楠井手の鼻ぐりに隠された
秘密と謎

Q 隔壁の間隔が不揃いなの
は理由があったの？ Q 馬場楠井手は　　

なぜ掘り直したか

Ａ間隔の不均一は、農村工学研究所の
実験で次のことが分かりました。

　隔壁の間隔が大きいほど、より多くの水
を送ることができますが、土砂を流す力は
低下します。一方、隔壁の間隔が小さいほ
ど、流量は減りますが、水を吹き出す力が
強くなり土砂を流す力を増加させます。
　この間隔が綿密に計算されて造られたの
ではないかと推測されています。

Ａ本流が完成した後、井手底
に大きな穴があいて水田に

水が流れなくなったため、井手を
別ルートで掘り直しました。これ
によって下流で米作りができるよ
うになりました。
　いつ掘り直されたのかは謎のま
まです。

Q 分水路は　　　　
いつ造られたのか

Ａ鼻ぐり井手には、本流とは
別に造られた分水路があり

ま す。 江 戸 時 代 に は95町（約
94.2ha）あった水田が明治時代に
は、２倍の182町（約180ha）にな
ります。この水田への水の供給の
ために造られたという説が一番信
憑
ぴょう
性があります。

特集「馬場楠井手の鼻ぐり」

※赤丸の部分を隔壁と呼びます

（諸説有り）

■周辺地図
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「
元
々
、
文
化
財
に
詳
し
か
っ
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
。
ガ
イ
ド
を
聞
き

に
来
る
お
客
さ
ん
に
鼻
ぐ
り
井
手
の
こ
と

を
伝
え
る
た
め
必
死
に
勉
強
し
ま
し
た
」

と
笑
顔
で
話
す
矢
野
さ
ん
。

　
菊
陽
町
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
会
は
平
成
20
年
の
「
加
藤
清
正
公
生
誕

４
５
０
年
没
後
４
０
０
年
記
念
事
業
」
を

き
っ
か
け
に
、
当
時
の
区
長
や
、
地
域
住

民
な
ど
が
町
の
主
催
す
る
講
座
を
受
講
し

て
、
36
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
し

て
認
定
さ
れ
、
始
ま
り
ま
し
た
。

　
会
を
設
立
し
て
か
ら
は
、
会
員
で
土
曜
、

日
曜
、
祝
日
は
ペ
ア
を
組
ん
で
、
訪
れ
る

観
光
客
に
菊
陽
町
の
文
化
財
の
ガ
イ
ド
を

行
っ
て
い
ま
す
。
菊
陽
南
小
学
校
３
・
４

年
生
の
授
業
で
、
鼻
ぐ
り
井
手
の
ガ
イ
ド

養
成
講
座
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
ガ
イ
ド
で
訪
れ
る
人
の

中
に
は
、
韓
国
や
中
国
か
ら
の
観
光
客
、

大
学
の
先
生
や
、
研
究
者
の
人
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
質
問
の
内
容
も
難
し
い

も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、『
聞
け

て
良
か
っ
た
』
と
観
光
客
の
皆
さ
ん
の
笑

顔
を
見
る
と
嬉
し
い
、
ガ
イ
ド
を
し
て
い

て
よ
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
」

　
今
後
は
、
子
ど
も
ガ
イ
ド
を
受
講
し
た

子
ど
も
た
ち
が
成
人
し
た
後
、
い
つ
か
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
し
て
活
躍
し
て
く

れ
た
ら
う
れ
し
い
と
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

菊陽町文化財ボランティアガイドの会

名誉会長　矢
や

野
の

誠
せい

也
や

さん（辛川）

Profile　菊陽町（旧上益城郡白水村）生まれ。幼少時に中国大連市から引き揚げ、
現在の菊陽南小学校、菊陽中学校で少年期を過ごす。昭和30年に熊本工業高校を
卒業した後は医療用放射線機器販売会社を設立し、熊本の医療機器業界を支える。
平成12年に社長を引退。引退後は区長、民生児童委員などを務め、平成20年に菊
陽町文化財ボランティアガイドの会の会長就任。平成30年に会長から名誉会長と
なり、現在もガイドを続ける。

１期 10期

子 ど も ガ イ ド
ボランティアの子どもガイド養成講座を受講した菊陽南小学校の児童が、手作りで鼻ぐり井手の解説資料を
作成し、観光に来たお客さんにガイドを行う取り組みです。

　子どもガイド１期生の桑住さん。現在は高校生。菊陽南
小学校在学中は、加藤清正が井手を作ったときを再現した
音楽劇の上演や子どもガイドとして活躍しました。子ども
ガイドとして新聞にも取り上げられ、記事を見た人から、
案内してほしいとはがきが届いたこともあったそうです。
桑住さんは、「今後も鼻ぐり井手が残っていてほしいです
し、鼻ぐり井手で地域が盛り上がって人がたくさん見に来
てほしいです」と思いを語りました。

　今年子どもガイド養成講座を受講する10期生の當山さ
ん。現在４年生です。鼻ぐり井手に関する勉強は３年生か
ら始め、加藤清正の音楽劇にも参加しました。「南っ子ま
つりばやし」という曲をしっかり弾けたことがうれしかっ
たと笑顔を見せました。子どもガイドとして「鼻ぐり井手
が人や農業にどのように役立ったか伝えていきたいです。
これからもみんなで町の宝物として守っていきたいです」
と抱負を話しました。

桑
くわ

住
ずみ

　優
ゆう

里
り

さん（曲手） 當
とう

山
やま

　由
ゆう

紗
さ

さん（辛川）

南小キャラクター サウスくん
菊陽町文化財ボランティアガイドの会

　郷土愛とボランティア精神をもって菊陽町の文化財の
ガイドを行い、ふるさとへの理解と愛着を深めてもらい
たいとの思いで活動を続けています。
　現在は24人の会員が、㈯㈰㈷などに交代で観光客や
各団体へガイドを行っており、世界かんがい施設遺産に
登録された平成30年のガイド件数は、団体を含め延べ
約1,550人に上りました。

ガイドをしてほしい人や団体は、事前に申し込み
が必要となります。事務局へお電話いただき、日
程等をお伝えください。

活動に賛同する人やガイドをやってみたい、文化
財に興味がある人は、会が実施する「文化財ボラ
ンティアガイド養成講座」を受講することができ
ます。詳細は事務局へお問い合わせください。

申し込み
事務局：菊陽町南部町民センター内　☎（292）3200

１

多
く
の
人
に
と
っ
て　
　
　
　
　

鼻
ぐ
り
井
手
が
宝
に
な
る
よ
う
に

　
平
成
20
年
11
月
の
「
鼻
ぐ
り
井
手
築
造

４
０
０
年
祭
」
を
き
っ
か
け
に
、
菊
陽
町

文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
を
は

じ
め
、
子
ど
も
ガ
イ
ド
な
ど
地
域
住
民
で

鼻
ぐ
り
井
手
の
こ
と
を
守
り
、
伝
え
て
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
地
域
の
歴
史
的
文
化

財
を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、

菊
陽
南
小
学
校
区
の
地
域
住
民
が
力
を
合

わ
せ
て
毎
年
開
催
し
て
い
た
の
が
「
鼻
ぐ

り
井
手
祭
」
で
す
。
こ
の
祭
り
で
は
、
鼻

ぐ
り
井
手
ガ
イ
ド
や
南
小
校
区
に
あ
る
文

化
財
探
訪
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。
他

に
も
地
域
の
保
育
園
・
団
体
の
ス
テ
ー
ジ

発
表
や
、
出
店
の
出
展
も
あ
り
ま
す
。
昨

年
と
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
毎
年
、
来
場
者
は
増
加
し
て
お
り
、

地
域
の
活
性
化
と
鼻
ぐ
り
井
手
の
啓
発
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
も
白
川
沿
い
で
町
の
農
地
を
潤
す

馬
場
楠
井
手
。
矢
野
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
宝
と
し
て
、
住
民
の
み
で
な
く
、

鼻
ぐ
り
井
手
に
興
味
を
持
っ
た
多
く
の
人

と
守
り
、
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と

ほ
ほ
笑
み
ま
し
た
。

�

お
わ
り

２

特集「馬場楠井手の鼻ぐり」

1子どもガイド養成講座を行う前ボ
ランティアガイド会長の内

うち
田
だ
清
きよ
晴
はる
さ

ん（辛川）に鼻ぐり井手を学ぶ　
247令和元年に開催した鼻ぐり井
手祭　3鼻ぐり井手祭で音楽劇を披
露する菊陽南小学校児童　5小学校
の児童にガイドをするボランティア
ガイドの岡

おかもとしょうぞう
本昭三さん（上津久礼）　

6菊陽南小学校児童のガイド 1

3

6

7 5

4

ガイドを受けてみたい人

ガイドになりたい人

2
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